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印
度
學
佛
教
學
研
究
第
六
十
三

巻
第
二

号
　
平
成
二

十
七

年
三

月

義
教
撰
『

浄
土

真
宗
諭
客
編
』

仏
土

論
を

中
心
に

に

お

け
る

日

蓮
宗
へ

の

論
駁

庵

谷

行

二

〇

出

遅
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一

　

は
じ

め
に

　

日

蓮

宗
と
浄

土

宗
と

の

論
争
は

、

江

戸

時
代
に

盛
ん

に

行
わ

れ
、

安

土

宗
論
が

特
に

知

ら

れ

て

い

る
。

し

か

し

近
世
に

お

け
る

日

蓮
教
団

が

関
わ
る

宗
論
に

関

す

る

研
究
は

未
だ

充

分
に

な
さ
れ

て

い

る

と

は

言
い

が
た
い

。

先
行
研

究
と

し
て

、

稲
田

海
素
氏
の

「

宗
論
書
解
題
」

が

あ

る

に

過
ぎ
ず

、

具

体
的

内

容
の

考
察
に

踏
み

込
ん

だ

研
究
は
こ

れ

ま
で

さ
れ

て

い

な
い

。

『

浄
土

真

宗
諭
客
編
』

は
、

浄

土

真
宗
の

学
僧
で

あ

る

大
心

海
義
教
（

一

六
九

四

　
一

七

六
八
）

の

著

書
で

あ

り、

真
言
宗
・

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
（

1）

日

蓮

宗
か

ら
の

浄

土

真
宗
批
判
に

対
し

て

記
さ

れ
た

も
の

で

あ
る

。

小

稿
で

は
、

日

蓮
教

学
へ

の

反
駁
に
つ

い

て

検
討
す
る

。

　

本

著
作
に

対
し

て
、

後
に

光
円
日

相
が

『

決
権
実
義
』

を

著
し

、

さ

ら
に

義
教
が

反

論
す

る

と
い

う
応
戦
を

繰

り
返
す
流
れ

と

な
っ

た
。

　

こ

こ

で

は

特
に

仏

土

論
に

注
日
し

て

考
察
す
る

。

間
者
の

「

阿
弥
陀

仏
国
は

報
土
で

あ
り

、

地

前
及
び
二

乗
は

決
し
て

往
観
を

え
ず

。

」

と

い

う
批
判
に

対
し

、

義
教
は

「

仏
願

力
は

凡
夫
を

し

て

報
仏

を

見
る

こ

と

を

え
し

む
。

」

と

答
え
る

の

で

あ
る

。

こ

の

考

察
を

通
じ

て
、

近

世

に

お

け
る

日

蓮
宗
教
団

が

関
わ

る

宗
論
の
一

端
を

明
ら

か

に

す
る

。

二

　
「

仏

力
」

の

解
釈

　
『

浄
土

真
宗
諭

客
編
』

に

は
、

客
の

立

場
か

ら

の

主

張
と

し

て

仏
力

に

つ

い

て

次
の

記
述
が

あ
る

。

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

サ

こ

　
客
日

、

比
丘

説
、

衆
生

励
二

身
心ハ

尽
レ

分
而

修
レ

善
。

乞
コ

救
於
本
尊

ハ

則
其

　
仏
・

菩
薩、

為
加
二

威

神
力

一

令
二

人

滅
レ

罪

増
レ

善
得
7

道
。

如
レ

是

説
者

、

　
為
二

真
他
力
4

放
」

任
仏
力
ハ

不
レ

加
二

自
修
 

謂
二

之

他
力
一

者、

是

妄
伝
而

　
已

。

往
生

極
楽
亦
其
危

嘩

　
こ

の

よ

う
に

客
の

主

張
は
、

衆
生
は

身
心
を
励
ま
し

、

な

す
べ

き
務

め

を

果
た

し
、

善
を

修
し

て

本
尊
に

乞
え

ば
、

神

力
を

加
え
て

得
道
す

る

こ

と
が
で

き
る

と
し

、

こ

れ

が

真
の

他
力
で

あ
っ

て
、

仏

力
に

放
任

し

て

自
ら
は

何
も
修
行
し

な
い

と
い

う
説
は

み

だ

ら

な

説
で

あ
る
と

い

う
の

で

あ
る

。

こ

れ

に

対
し

義
教
は

、

四

句
の

説
を
設

け
て

如
来
の

力

に

依
る
こ

と

は

他
性
の

説
で

あ
る
と

し

て

否
定
す
る

。
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然
仏

、

大

悲
為一

利
物一

故、

随
レ

縁
逗
レ

機
。

設
二

四

句
説』

如
レ

説
下

諸

法
従

二

　

自
心一

生
、

心

外
無
去

法
、

是
自
性
説

。

如
レ

説
下

衆
生
由

「

聖

力一

故
能
得
レ

道

　

等
P

是
他
性

説
。

如
レ

説
卜

諸
法
従
・

因
縁一

生
P

是
共
性

説
。

如
レ

説
二

諸
法

　

実
相
本
有

一

是

無

因
説

。

四

句
融
妙

。

畢
竟
無
二

。

（

中

略）

若
執
下

此

所
見

　

境
由

二

浄
心
一

故
生
ヒ

者
、

則
同

二

外
道
自
性
見
計

の

若
執
下

由
二

如

来
加
力
一

故

　
生
上

者
、

則
同一・

外
道
他
性
見
計

。

若
執
卜

由
二

内
外

和
合一

故
生
上

者
、

則

同

　

外
道
共
性
見
計

」

若
執
二

此

境
自
然
生一

者
、

則
同

二

外
道
無
因
性

計
」

縦
誦
二

　
五

車
納

逐
レ

語
奚
暁

。

（

中
略
）

吾
祖

所
コ

以

斥
フ

加
「

自
修

功
一

者
、

為
レ

遣
下

　

他
力
為
レ

不
レ

慊
、

別
貴
二

己

功
一

之
情
H

耳
。

非
レ

謂
下

放
コ

任
仏
力司

勿
歩

修
・

三

業
善

菊

　

こ

こ

で

は
、

衆
生
が

聖
力
に

由
る

が

故
に

悟

り
を
得
る

こ

と

が

で

き

る

と

考
え
る

こ

と

は
、

他
性
説
で

あ
り

、

若
し

如

来
加
力
に

由

る

が

故

に

生

ず
る

と

執
著
す
れ
ば

、

則
ち

外
道
他
性
の

考
え
と

同
じ

で

あ

る
と

す
る

。

自
力
の

修

行
に

よ

る

功

徳
を

斥
け
る

の

は
、

「

他

力
を
し

て

心

よ

し
と

せ

ず
、

自
ら
の

功
徳
を

貴
ぶ

心
」

を
お
い

や
る

た

め

だ

け
で

あ

る
。

仏
力
に

任
せ

て

三

業
の

善
を

修
す
る

こ

と

を
制
止

す
る

と

言

う
の

で

は

な
い

、

と

主

張
す
る

。

す
な

わ

ち
、

仏
力
に

放
任
し

て

い

る
の

で

は

な
い

と
考
え
て

い

る

の

で

あ

る
。

な

お
、

四

句
の

説
の

根
拠
と

し
て

『

浄
土

真
宗

諭
客
編
』

は

『

涅
槃

経
』

の

「

一

切

法
無一

自
相
・

他

相

　
　

　
　
　
　

　
　
　
（
4）

及
自
他

相
幻

無
二

無

因
相
』

」

と
い

う
経
説
を

典
拠
と

し
て

い

る
。

三

　
『

浄
土

真
宗

諭
客
編
』

に

お

け
る

仏
土

論

仏
土
に
つ

い

て

客
か

ら
の

批
判
と

し

て

次
の

よ

う
な

記
述

が

あ

る
。

客
日、

比

丘

説
、

弥
陀
仏
国
者

、

是
真
報
身
土

、

登

地

大
菩
薩

、

方
能
得
二

義
教
撰
「

浄
土

真
宗
諭
客
編
』

に

お

け
る

日
蓮
宗
へ

の

論
駁
（

庵
　
谷）

　

感
見

謁

地
前
及
二

乗、

決
不
レ

得
二

往
観
4

何
況
凡
夫
不
レ

足
レ

言

毒

　

こ

の

よ

う
に

弥
陀

仏
国

は
、

報
身
土
で

あ

り
、

地

前
及
び
二

乗
は

決

し

て

往
く
こ

と

が

で

き
な
い

、

凡
夫
は

な
お

さ

ら
で

あ
る

、

と
い

う
客

か

ら

の

批
判
に

対
し

、

善
導
の

『

観

無
量
寿
仏
経
疏
』

巻
一

の

次
の

文

を

引
用
し

て

回
答
し
て

い

る
。

　

問

日、

弥
陀

浄

国、

為
当
是
報

、

是

化
也

。

答
日

、

是
報
非
レ

化
。

云

何
得

　
レ

知
。

如
二

大

乗
同

性
経
説

』

西

方
安
楽
阿
弥
陀
仏

、

是

報
仏

較

噸

　

そ
の

上

で

義
教
は

「

然

仏
願
力
能

令
二

凡
夫
修
観
行
人

、

得
ワ

見
二

報

（
7）仏

司

」

と

主

張
し

、

「

仏
力
」

は

凡
夫
を

報
仏
に

見
え
さ

せ

る
こ

と

が

で

き

る

力
を

有
し
て

い

て
、

「

仏
力
」

に

よ

っ

て

凡
夫
は

報
仏

に

見
え
る

こ

と

が

で

き
る

と

説
く

。

こ

の

意
見
は

善
導
の

説
を

超
え

る

も
の

で

は

な

く
、

あ
く
ま
で

真
宗
の

教
理
に
立

脚
し

た

回
答
で

あ
り

、

こ

こ

に

義

教

独
自
の

教
理

は

見
ら

れ

な
い

。

四

　
『

決

権
実
義
』

に

お
け

る

仏

身
論

　
『

浄
土

真
宗
諭
客
編
』

に

反
駁
し

た

書
で

あ

る

光
円
日

相
の

『

決

権

実
義
』

に

つ

い

て

検
討
す
る

。

『

決
権
実

義
』

に

は

次
の

記
述
が
あ
る

。

妙
法
是
親

。

諸
仏

為
子

。

故
結

経
云
、

此

方
等
経
典

、

諸
仏
宝
蔵

。

十

方一一．

世
諸
仏

眼
目
。

出
「

生
三

世

諸
如

来一

種
。

又
云、

仏

三

種
身
出
−

生

方
等
4

以
レ

種
為
レ

父
、

能
生

為
レ

母。

敬
二

其
父

母
一

則

子
必

悦
。

親
一

子
多

。

其
所

レ

敬
寡

、

而
悦
者
衆

。

奉
二

法
華
親ハ

諸
仏
子
悦

。

無
二

仏
非
P

子
、

故
持
二

法

華（

無
二

仏
不
F

嘩

一

二
一
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義
教
撰
『

浄
土

真
宗
諭
客
編
』

に

お
け
る
日

蓮
宗
へ

の

論
駁

（

庵
　
谷）

　

こ

の

よ

う
に
『

法
華
経
』

を

親
、

三

世
の

諸
仏

を

子
と

定
義
し

、

「

結

経
」

と
し

て

『

普

賢
観
経
』

を

引
用
す
る

。

す
な

わ

ち
、

方
等
経
典
は

三

世
如

来
を

出

生

す
る

種
で

あ
り

、

『

法

華

経
』

を

親
、

三

種

身
・

十

方
三

世
諸

仏

を
子
と

し
て

と
ら

え

て

い

る
。

引
用
の

典

拠

で

あ
る

『

普

賢
観
経
』

の

経
説
は
次
の

通
り
で

あ
る

。

　

此

大
乗
経
典

、

諸

仏

宝

蔵
。

十

方
三

世

諸
仏

眼

目
。

出
コ

生

三

世
諸

如
来
一

　

種
。

持
二

此

経
｝

者、

即
持
一
仏

身
、

即
行一一
仏

事
』

当
レ

知、

是
人
即
是
諸
仏

　

所

使
。

諸
仏
世
尊
衣
之
所
レ

覆、

諸

仏

如
来
真
実
法
子

。

汝
行
一
大
乗
ハ

不

レ

断

轟

　

此

方
等
経
是
諸
仏
眼

。

諸
仏

因
レ

是
得
レ

具
一
五

眼
謁

仏
三

種
身
従
・

方
等一

生
。

是

大

法
印

。

印、．

涅
槃

麗
如
・

此

海

中
能
生

三
種
仏

清
浄
身

4

此

三

　

種
身、

人
天

福
田

、

応
供

中

最
。

　

と
こ

ろ

で
、

当
該
の

経
文
は

日

蓮
の

遺

文
に

引

用
例
が

確
認
で

き
る

。

　
「

四

条
金

吾
釈
迦
仏
供

養
事
』

に

は

次
の

記
述

が

あ
る

。

　

三

身
事

。

普
賢

経
云

、

仏
三

種
身
従一［
方

等一

生
。

是

大
法
印

。

印
二

涅
槃
海

の

　

如
レ

此

海
中

能
生一［
三

種
仏

清
浄
身

の

此
三

種
身、

人

天

福
田
、

応
供
中
最

云

菊ま
た

『

観
心

本
尊
抄
』

に

は

次
の

記

載
が

確
認
で

き
る

。

普

賢
経
云、

此

大
乗
経
典、

諸

仏

宝
蔵

。

十
方
三

世
諸
仏
眼

目
。

乃
至

出
」

生

三

世
諸
如
来一

種
。

乃

至
汝

行
大

乗
訥

不
レ

断
一

法
種一

等
云

云
。

又
云

、

此

方
等
経
是

諸

仏
眼

。

諸

仏

因
レ

是
得
レ

具
二

五

眼
週

仏
三

種

身
従
二

方
等
冖

生
。

是

大

法
印

。

迎

糎
槃

塰

如
・

此

海
中
能

生

三
種

仏
清
浄
身

』

此
三

種
身

、

人

天

福
田

等
云
云

。

一

二

二

　
日

蓮
の

教
学
を
踏
ま
え
て

い

れ

ば

そ
の

仏

身
説
に
つ

い

て

述
べ

る

場

合
、

『

四

条
金

吾
釈
迦
仏
供
養

事
』

、

あ

る
い

は

『

観
心
本
尊
抄
』

の

該

当
箇
所
を
引
用
す
る

か
、

あ
る

い

は

言
及
し

て

し

か

る
べ

き
と

こ

ろ

で

あ
る

。

と

こ

ろ

が
、

『

決

権
実
義
』

で

は

『

普
賢

観
経
』

の

経

説
の

み

を

解
釈
し

、

日

蓮
の

遺
文
は
引
用

せ

ず、

日

蓮
の

教
学
と

い

う
立
場
か

ら

は
一

切
説
明
を
加
え
て

い

な
い

。

日

相
は

「

こ

こ

で

は

日

蓮
の

説
は

必

要
な
い

。

」

と

判
断
し

た

と

も

考
え
ら

れ

る

が
、

も
し
日

蓮
の

教
義

を
認
識
し
て

い

た
な

ら
、

そ
の

上
で

無
視
し

た
こ

と

は

不
自
然
で

あ
る

。

　
『

決
権
実
義
』

に

お

い

て

は

他
の

箇

所
で

『

観
心

本
尊
抄
』

の

引
用

が

確
認
で

き
る

。

そ
の

こ

と

か

ら
、

全
く

日

蓮
の

教
学
に

疎
い

と

ま
で

は

言
い

難
い

。

し

か

し
、

し

か

る
べ

き

と
こ

ろ

に

お
い

て

言
及
が

な
い

こ

と

は
い

さ

さ

か

不
十
分
で

あ
る
と

考
え
ら

れ

る
。

こ

れ

は

執
行
氏
が

「

宗
旨
の

本

義
を

以
て

浄
土

教
学
に

対
応
す
る

に

は

十
分
で

は

な
か
っ

　
　

　
　

　

　
（
13
）

た

か
の

感
が

あ
る

。

」

と
記
し

て
い

る
こ

と

と

合
致

す
る

。

五

　
お

わ

り
に

　

仏

力
に

つ

い

て

は
、

客
か

ら

の

批

判
に

対
し

て
、

「

如

来
加
力
に

由

る

が

故
に
生

ず
る

と

執
著
す
る

者
は

、

則
ち
外
道
他
性
の

考
え
と

同
じ

で

あ

る
。

」

と

解
釈
し

、

「

仏
力
に

任
せ

て

三

業
の

善
を
修
す
る

こ

と

を

制
止
す
る
と

言
う
の

で

は

な
い

。

」

と

反

駁
し

て
い

る
。

　

ま

た
、

「

仏

願
力
は

凡
夫
を
し

て

報
仏
を

見
る
こ

と
を

え

し

む
。

」

と

解
釈
し

て
、

「

阿

弥
陀
仏

国
は

報
土

で

あ
り

、

地

前
及

び
二

乗
は

決
し

一 674一
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て

往
観
を
え

ず
。

」

と
い

う
批
判
に

反
論
し

て

い

る
。

こ

れ

は

善

導
の

『

観
無
量

寿
仏
経
疏
』

に
お

け
る

説
を

踏
襲
し

て

い

る
。

　

ま

た

光
円
日

相
は

『

決
権
実
義
』

に

お
い

て
、

『

普
賢
観

経
』

の

経

説
を

用
い

て
、

親
子
の

関

係
に

な
ぞ

ら

え
て

『

法
華
経
』

を

持
つ

こ

と

を

解
釈
し

た
。

こ

の

『

普
賢

観
経
』

の

経
文
は

『

四

条
金

吾
釈
迦
仏
供

養
事
』

に

お
い

て

日

蓮
が
三

身
を

解
釈

す
る

に

あ
た
っ

て

用
い

て

い

る

箇

所
で

あ
る

。

日

蓮
の

宗
学
を
踏
ま
え
て
い

れ

ば
、

三

身
に

つ

い

て

論

ず
る

場
合
は

凡
そ
日

蓮
の

遺
文
に

触
れ
る

べ

き

要
文
で

あ
る

。

　

ま
た

『

観
心

本
尊
抄
』

に

お
い

て

も

『

普

賢
観
経
』

の

当
該
箇
所
の

引
用
が

あ
る

。

し

か

し

そ
の

こ

と

に

は

全
く
言

及
が

な
く

、

日

相
自
身

の

解
釈
を
記
述

し

て

い

る

に

過
ぎ
な
い

。

　

し
た

が
っ

て
、

日

相
が

経
文
に
つ

い

て

学
解
し
て
い

る
こ

と
は

読
み

取
る

こ

と

は
で

き

る

も
の

の
、

日

蓮

教
学
に

つ

い

て

は

学
解
が

不
充
分

で

あ
り

、

日

蓮
遺

文
に
つ

い

て
の

知
識
は

乏
し
い

も
の

で

あ
る
と

推

察

さ

れ

る
。

す
な
わ

ち
、

こ

れ
は

執
行
海
秀
氏
が

『

日
蓮

宗
教
学
史
』

に

お
い

て

先
に

結
論
付

け
た
こ

と

を
立

証
す
る

も
の

で

あ
る

。

　

以

上
、

日
蓮
宗
教
学
史
を
検

討
す
る

に

当
た
っ

て

は
、

日

蓮
教
団
が

関
わ

る

宗
論
の

研
究
に
つ

い

て

も
、

具
体
的
内

容
に

踏
み

込
ん

で

考
察

し
、

互
い

に

論
争
し

た

対
象
に

も
目
を
向
け
て

そ

れ

ぞ
れ
の

理
論
を

も

明
確
に

す
る

必

要
が

あ
る

と

考
え
る

。

1

稲
田

海
素
稿
「

日
蓮
宗
宗
論
書
解
題
」

（

『

大
崎
学
報
』

一

三
、

一

九
一

〇

義
教
撰
『

浄
土

真
宗
諭

客
編
』

に

お

け
る

日
蓮
宗
へ

の

論
駁
（

庵

　
谷
）

　

年
）

に
は

「

此

書
ハ

密
徒
ノ

月
海

浄
土

教
ヲ

貶
シ

及
ヒ

金
橋
山

千
手
空

遍

　

力

弾
客
鸞
徒
破
会
評

決
ヲ

著
シ

テ

真
宗
ヲ

斥
セ

シ

ヲ

駁
シ

兼
テ

陳
善
記

　

ヲ

弾
セ

シ

モ

ノ

ナ

リ
。

」

と
あ

る
。

2
　
『

真
古

爪

全
書
』

　

六

〇
・

二

八一
二

頁
上
。

3
　
『

浄
土

真
宗
諭
客
編
』

、

『

真
宗
全
書
』

六
〇
・

二

八

三

頁
下

。

4
　
『

涅
槃
経
』

（

南
本
）

巻
三

六
、

大
正
一

二
・

八

五
一

頁
下

。

ま
た

『

涅

　

槃
経
疏
』

巻
七

（
大
正
三

八
・

七

八

頁
下
）

に

「

若
因
自
是
因

、

果
自
是

　

果、

則

堕
二

自
性
司

由

因
故
果

、

由
果
故
因

、

則
堕
一

他
性
の

因
果
因
縁

　

故
因、

因

果
因

縁
故
果

、

則

堕一一
共
性
謁

非
因
非
果
故
因

果
、

堕
二

無
因

　

性
の

皆
堕
二

断
常
ご

と
あ
る

。

5
　
『

真
宗
全
書
』

六

〇
・

二

七
六

頁
下

。

6
　
大
正
三

七
・

二

五

〇

頁
中

。

7
　
『

浄

土
真
宗
諭
客
編
』

、

『

真
宗
全
書
』

六
〇
・

二

七

九

頁
上

。

8
　
六

八

丁
左

。

9
　
大
正
九
・

三

九
一

頁
上

。

10
　
大
正
九
・

三

九
三

頁
上

。

11
　
定
遺

＝

八

二

〜
三

頁
。

12
　
定
遺
七
一

〇

頁
。

13
　
『

日

蓮
宗
教
学
史
』

（

平

楽
寺
書
店

、

一

九
九

六

年）

二

九

六

頁
。

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

　

義
教

、

『

浄
土

真
宗
諭
客
編
』

、

光
円
日

相
、

『

決
権
実

義
』

（

早
稲
田
大
学
大
学
院
）

二

三

一 675一
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